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底層流堆積地形の空白地帯としての北西太平洋

• 深海には、海水の温度や塩分の違いなどに
よって駆動される、地球規模の海洋循環が存

在します。 
• この循環に伴う深海流は、海底付近では「底
層流」として細かな泥を侵食・運搬・再堆積

し、大規模な底層流堆積地形を形成します。 
• 大西洋や南極海では、多数の底層流堆積地形
が知られています。一方、北西太平洋、とく

に海溝外側に位置するアウターライズでは、
その分布や形成過程が十分に明らかにされて
いませんでした。

図１．世界の熱塩循環とコンターライトドリフトの分布

研究背景

本研究のポイント
北西太平洋は、世界の深海循環を理
解するうえで重要な地域であるにも
かかわらず、底層流による堆積作用
が十分に評価されていませんでした。
そこで本研究では、千島海溝沖に大
規模な底層流堆積地形が存在するか、
その地形・地層構造・堆積物の特徴
を調査しました。



底層流堆積物体の特徴と研究意義

• 海底付近を流れる底層流は、流れの強
い場所で細かな泥を侵食・運搬し、流

れが弱まる場所で、運ばれてきた泥を
再び堆積させます。 

• このような作用が長い地質学的時間に

わたって継続すると、海底には数十〜
数百km規模の底層流堆積地形が形成さ
れます。 

• 海山や海底の高まりは、底層流の進路
や速度を変化させます。その結果、同
じ海域の中にも、泥が侵食される場所、

泥が通過する場所、泥が集中的に堆積
する場所が形成されます。

図２．底層流堆積物の概念図

底層流堆積地形の形成プロセス

本研究の意義
深海底の泥は、過去の気候、海洋環境、生物生産、火山活動などを記録する「地球の記録媒体」です。しかし、その泥が底層
流によって移動・選別・再堆積している場合、同じ時代に形成された地層でも、堆積物の厚さ、粒度、年代、化学組成などは
場所によって大きく異なります。したがって、底層流の作用を理解することは、深海堆積物に保存された過去の環境変動を正
しく読み解くために不可欠です。本研究は、これまで北西太平洋で十分に評価されてこなかった、底層流による堆積作用を理
解するための第一歩です。



北西太平洋の底層流堆積地形

• 本研究では、千島海溝沖の水深約5,000 mを超える深海底
を対象としました。

• 異なる空間・時間スケールのデータを組み合わせること
で多角的な視点での解析を実施しました。

研究内容

• 千島海溝アウターライズ上に、合計約12,000 km²に及ぶ2
つの大規模な堆積体を確認しました。これは、山口県の

面積の約2倍に相当します。
• 海底下の地層には、堆積体の盛り上がり、地層の薄化、
地層の途切れ、斜面方向への地層の重なりなどが確認さ

れました。これらの地層構造は、泥が海中から均一に降
り積もっただけではなく、底層流による侵食・運搬・再
堆積が長期間繰り返されたことを示しています。

• 同じ堆積体内の2地点から採取した海底堆積物コアを比較
したところ、堆積体の頂部では、周辺の凹地側よりも約
2.9倍速く泥が堆積していました。これは、底層流が泥を

地域内で再配分し、特定の場所に集中的に堆積させてい
たことを示す結果です。

研究成果

この発見が示すこと
本研究により、北西太平洋の深海堆積物は、地球規模の深海循環によって大規模に移動・再配置されてきたことが明らかにな
りました。今回発見した堆積地形は、北西太平洋における過去の深海循環や海洋環境の変化を読み解くための、新たな地質記
録となる可能性があります。

図３．底層流堆積地形の多角的視点での解析結果
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